
RSウイルス感染症とは（令和８年４月１日～定期予防接種） 

 RS ウイルス感染症は、小児や呼吸器症状を引き起こすウイルスで、２歳までにほぼ全て

の乳幼児が感染するとされています。感染すると、発熱や鼻水、咳などの症状が出現します。

初めて感染した乳幼児の約７割は数日で軽快しますが、約３割は重症化することがありま

す。 

 

ワクチンの効果 

 妊婦の方に接種すると、母体内で作られた抗体が胎盤を通じて胎児に移行し、生まれた乳

児が出生時から RSウイルスに対する予防効果を得ることができます。 

 

対象年齢 

接種時点で、妊娠 28週０日～36週６日までの妊婦の方 

 

接種回数と接種間隔 

１回 

 

その他 

詳細は、下記の厚生労働省 RSウイルスワクチンページをご確認ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-

kansenshou/yobou-sesshu/vaccine/rs/index.html 
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